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車上狙い、自動販売機荒らしなどが急増していま
す。折尾署管内では、本年１月から９月までの間に、
車上狙いが1,251件（昨年比＋337件）、自動販売
機荒らしが483件（昨年比＋261件）発生していま
す。
車上狙いの手口は、窓ガラスを叩き割って、車内

の現金などを盗むというものです。スーパーやパチ
ンコ店、レストラン、団地の駐車場などで多発してい
ます。また、自動販売機荒らしも、バールのようなもの
で扉をこじ開けて現金などを盗む手口です。

○車内に現金や貴重品を置かない。
○車を離れる時は、必ずドアロックする。
○警報機などを活用する。
○駐車場の車をのぞきこんだり、
物色している不審者を
見かけた時は110番してください。

次の点に心がけて自主防犯に
つとめてください



10月6日(日)、今年で第11回目を迎える『まつり岡垣』が、岡垣サン
リーアイで行われました。
前年は、あいにくの天気で中止となった恒例のパレードを幕開けに、

ウエーブアリーナでは、歌手の香田晋さんをゲストに迎えて、ＲＫＢラ
ジオ公開録音「栗之助と歌佳の恋は歌ごころ下ごころ」、ハミングホー
ルでは、プロ野球オリックスブルーウェーブ前監督の仰木彬氏のトーク
ショーが行われました。また、まつり岡垣と併せて、町制40周年記念
式典、タイムカプセル埋没なども行われ、会場となった岡垣サンリーア
イは熱気につつまれていました。
総勢1万5000人が訪れた『まつり岡垣』、今年もたくさんの笑顔が生

まれました。

まつりの幕開けとなったＪＲ海老津駅

から岡垣サンリーアイまでのパレード。

岡垣中学校吹奏楽部を先頭に、20団体、

800人以上が参加しました。
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第
11
回

●恒例のパレード

① 内浦校区育成会
② 吉木校区育成会
③ 戸切校区育成会
④ 山田校区育成会
⑤ 海老津校区育成会

｢子供みこし｣

①①①①①①①①①①①①①①①①①

②②②②②②②②②②②②②②②②②

③③③③③③③③③③③③③③③③③ ⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

④④④④④④④④④④④④④④④④④

第
11
回
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プロ野球監督時代の話や、仰木

前監督への質問コーナーなど、楽

しいトークショーが繰り広げられ

ました。

●仰木　彬氏
トークショー

栗之助さんと歌佳さん司会に

よるＲＫＢ公開録音。ゲストに香

田晋さんを迎え、3人でのトーク

や、ジャンケン大会など、会場は

大変な盛り上がり。香田晋さんの

歌を生で聴けて良かった～。

●ＲＫＢ公開録音｢栗之助と歌佳の
恋は歌ごころ下ごころ｣

パレードが岡垣サンリーアイに入場すると同時に響

き渡った太鼓の音。見ているほうも力のこもった太鼓

の競演でした。

●海鳴り太鼓の競演

毎年好評のフリーマーケット＆出店。

今年も多数の店が出店し、お客さんも大満足。

●フリーマーケット＆出店

まつりでは恒例となった餅まき。

みなさんおいしいお餅はとれましたか？

●餅まき
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教育委員会では、行政改革の一環としてより良い学校給食を推進す

るため、平成15年度からの小学校給食調理業務の民間委託化と、平

成16年度からの中学校完全給食導入をめざしています。民間委託化

は、今までの各学校の給食調理室はそのままで、給食の全工程のうち、

調理業務と後片付け業務を民間業者に委託するものです。つまり、調

理する人が町の調理員から民間業者の調理員に変わるというもので、

献立作成や食材の選定・発注・検収などは今までどおり学校栄養士が行

います。

その内容について、9月17日から10月1日までの期間で学校説明会を町内全小・中学校で開催

し、広報10月10日号でもお知らせしました。説明会時に保護者のみなさんから出された意見・

質問と、その後に出された意見・質問を集約して紹介し、教育委員会の考え方をお知らせします。

より良い学校給食をめざして

学校給食調理業務
を民間委託化

教
育
委
員
会
の
考
え
方

学
校
給
食
の
管
理
責
任
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
が
、
民
間
委
託

業
者
の
業
務
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に

つ
い
て
は
、
学
校
に
給
食
委
員
会
を
作
り
、

そ
れ
に
保
護
者
の
代
表
も
入
っ
て
も
ら
う

よ
う
な
方
向
で
、
各
学
校
と
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間

業
者
の
地
元
採
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

業
者
の
選
定
を
行
う
訳
で
す
が
、
地
元
の

人
を
優
先
し
て
採
用
す
る
よ
う
に
業
者
に

要
望
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

児
童
た
ち
が
地
域
の
人
た
ち
や
祖
父
母

な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
給
食
を
食
べ
る
ふ
れ

あ
い
給
食
会
は
、
学
校
行
事
と
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
民
間
委
託

に
な
っ
て
も
続
け
て
い
き
ま
す
。
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
も
同
様
で
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ

ク
ル
石
け
ん
は
、
環
境
保
全
の
た
め
に
廃

油
を
再
利
用
す
る
も
の
で
す
。
教
育
委
員

会
と
し
て
も
環
境
に
十
分
配
慮
し
、
民
間

委
託
に
な
っ
て
も
廃
油
の
有
効
活
用
を
検

討
し
た
う
え
、
環
境
に
や
さ
し
い
石
け
ん

を
調
査
研
究
し
、
そ
の
よ
う
な
石
け
ん
を

使
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

民
間
委
託
に
な
れ
ば
、
請
負
契
約
と
な

り
ま
す
。
契
約
額
は
入
札
に
よ
り
決
ま
り

ま
す
の
で
、
あ
く
ま
で
試
算
で
す
が
、
他

の
自
治
体
の
例
で
は
か
な
り
安
く
な
る
の

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
削
減
効
果

は
、
岡
垣
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
試

算
に
よ
る
と
、
最
終
的
に
全
調
理
員
が
退

職
し
、
民
間
委
託
に
切
り
替
わ
っ
た
場
合
、

単
純
計
算
で
年
間
三，

六
0
0
万
円
の
削

減
に
な
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
の
完
全
給
食
導
入
は
民
間

委
託
に
よ
る
削
減
効
果
だ
け
で
は
ま
か
な

え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
削
減
さ
れ
た
お
金
を
一
部
と
し
て

は
じ
め
て
中
学
校
の
給
食
が
実
施
で
き
る

こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

民
間
業
者
・
契
約
の
問
題
、業
務
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
関
す
る
意
見
・
質
問

○
民
間
委
託
の
場
合
の
業
務
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

○
民
間
委
託
に
な
っ
た
場
合
、
保
護
者
代
表
ら
に
よ

る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
考
え
て
い
る
の
か
。

○
民
間
の
場
合
は
、
地
元
優
先
で
採
用
す
る
の
か
。

な
ど
27
件

現
在
の
調
理
員
が
取
り
組
ん
で
い
る

石
け
ん
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
意
見
・
質
問

○
今
、
調
理
員
が
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
づ

く
り
や
ふ
れ
あ
い
給
食
会
、
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
な

ど
は
、
民
間
委
託
に
な
る
と
ど
う
な
る
の
か
。

な
ど
22
件

民
間
委
託
に
よ
る
効
果
に
関
す
る

意
見
・
質
問

○
民
間
委
託
に
よ
る
経
費
削
減
効
果
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

○
民
間
委
託
に
よ
る
削
減
効
果
以
上
に
中
学
校
給

食
は
お
金
が
か
か
る
と
思
う
が
。

な
ど
18
件
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教
育
委
員
会
の
考
え
方

調
理
員
は
現
在
も
学
校
栄
養
士
が
作
る

指
示
書
に
よ
り
調
理
し
ま
す
が
、
委
託
に

な
っ
て
も
指
示
書
に
従
っ
て
委
託
調
理
員

が
調
理
し
ま
す
。
そ
の
責
任
は
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。
学
校
栄
養
士
は
、
委
託

業
者
の
現
場
責
任
者
へ
指
示
し
、
そ
れ
を

現
場
責
任
者
が
調
理
員
へ
伝
え
る
こ
と
で
、

連
携
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
献
立
検
討
会

に
も
現
場
責
任
者
が
入
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
教
育
委
員
会
と
受
託
業
者
、
学
校
と

は
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
で
連
携

を
図
り
、
業
務
が
円
滑
に
い
く
よ
う
に
し

ま
す
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

献
立
は
、
民
間
委
託
校
も
直
営
校
も
学

校
栄
養
士
が
一
括
し
て
統
一
献
立
を
作
り
、

学
校
栄
養
士
が
各
学
校
ご
と
に
食
材
を
発

注
し
ま
す
。
業
務
指
示
書
も
学
校
栄
養
士

が
作
り
ま
す
の
で
、
民
間
も
直
営
も
同
じ

素
材
で
同
じ
質
の
給
食
が
実
施
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
各
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た

野
菜
が
、
ど
れ
く
ら
い
、
い
つ
ご
ろ
収
穫

で
き
る
か
は
、
あ
ら
か
じ
め
わ
か
り
ま
す

の
で
、
例
え
ば
、
11
月
に
さ
つ
ま
い
も
が

採
れ
る
の
で
、
さ
つ
ま
汁
の
時
に
、
そ
れ

を
使
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
日
の
さ
つ

ま
い
も
の
発
注
量
を
調
整
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
作
っ

た
素
材
を
給
食
に
生
か
す
こ
と

は
食
教
育
の
上
で
大
変
意
義
の

あ
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
の

で
、
民
間
委
託
に

な
っ
て
も
続
け
て

い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

今
回
の
行
政
改
革
は
全
部
で
十
項
目
ほ

ど
あ
り
、
現
在
、
全
町
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
民
間
委
託
化
は
、
そ

の
中
の
一
つ
で
す
。
給
食
の
民
間
委
託
化

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
で
十
分
検
討

を
重
ね
、
安
全
で
質
の
高
い
給
食
が
こ
れ

ま
で
ど
お
り
維
持
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

判
断
し
ま
し
た
。
効
率
化
し
て
も
提
供
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
維
持
で
き
る
の
な

ら
ば
、
そ
の
削
減
さ
れ
た
経
費
を
一
部
と

し
て
新
た
な
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
中
学

校
へ
の
給
食
導
入
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

説
明
会
の
日
時
は
各
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

話
し
合
っ
て
決
め
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
事
前
配
布
は
、
説
明
会
当
日
忘
れ
て

く
る
な
ど
予
想
さ
れ
る
た
め
当
日
配
付
と

し
ま
し
た
。
欠
席
者
に
つ
い
て
は
後
日
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
「
ご
意
見
・
ご
質
問
が

あ
れ
ば
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
手
紙

を
配
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
内
容
は
、
全
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
広

報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
説
明
会
の
予
定
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
ど
こ
の
学
校
が
民
間
委
託
に

切
り
替
わ
る
か
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

民
間
委
託
に
な
る
学
校
に
は
、
再
度
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

民
間
委
託
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
調

理
員
の
身
分
を
保
障
し
た
上
で
、
退
職
者

の
不
補
充

や
、
希
望
者

の
職
種
替
え

に
よ
り
、
各

学
校
を
順
次

切
り
替
え
て

い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
の

話
し
合
い
は

行
っ
て
い
ま

す
。

調
理
員
の
処
遇
・
労
働
組
合
と
の

関
係
に
関
す
る
意
見
・
質
問

○
自
治
労
の
ビ
ラ
を
見
た
。
調
理
員
た
ち
の
身
分
保

障
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
し
た
状
態
で
保
障
し
て

も
ら
う
こ
と
を
望
む
。

○
今
の
調
理
員
た
ち
と
十
分
話
し
合
っ
た
の
か
。

な
ど
14
件

調
理
員
・
委
託
業
者
調
理
員
・
栄
養
士
の

関
係
、業
務
指
示
書
に
関
す
る
意
見
・
質
問

○
栄
養
士
の
指
示
と
現
場
の
調
理
員
、
会
社
と
の

関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

○
業
務
指
示
書
は
誰
が
作
り
、
そ
の
責
任
の
所
在

は
。

○
委
託
し
た
ら
業
者
と
定
期
的
な
会
合
を
持
つ
の
か
。

な
ど
17
件

給
食
の
質
に
関
す
る
意
見
・
質
問

○
食
材
が
悪
く
な
る
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
が
、

本
当
に
変
わ
ら
な
い
の
か
。

○
現
在
の
質
の
高
い
給
食
と
い
う
の
は
、
子
ど
も

た
ち
が
作
っ
た
食
材
な
ど
、
そ
の
時
々
の
旬
の

素
材
を
と
り
入
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。
そ

れ
は
ど
う
な
る
の
か
。

な
ど
16
件

説
明
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
見
・
質
問

○
説
明
会
の
出
席
者
が
少
な
い
。
な
ぜ
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
事
前
配
布
し
な
か
っ
た
の
か
。

○
説
明
会
は
こ
の
一
回
だ
け
か
。

な
ど
14
件

行
政
改
革
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
見
・
質
問

○
国
の
行
政
改
革
の
流
れ
が
圧
力
に
な
っ
て
岡
垣

町
も
や
る
と
い
う
の
は
納
得
で
き
な
い
。

○
財
政
は
他
の
と
こ
ろ
か
ら
削
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

な
ど
16
件

より良い学校給食をめざして
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教
育
委
員
会
の
考
え
方

学
校
栄
養
士
が
指
導
・
助
言
す
る
こ
と

に
よ
り
、
給
食
の
質
が
低
下
す
る
こ
と
が

な
い「
調
理
部
門
」と「
後
片
付
け
部
門
」だ

け
を
委
託
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
献
立
作

成
、
食
材
決
定
・
発
注
、
検
収
な
ど
は
、

今
ま
で
ど
お
り
、
教
育
委
員
会
の
管
理
体

制
の
も
と
で
実
施
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

小
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
化

は
、
昨
年
12
月
に
町
民
の
代
表
に
よ
る
岡

垣
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
の
答
申

が
出
ま
し
た
。
そ
の
答
申
内
容
を
真
摯

し
ん
し

に

受
け
止
め
、
民
間
委
託
化
と
い
う
町
方
針

を
決
定
し
、
全
校
長
、
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
正
副
会

長
、
学
校
栄
養
士
、
調
理
員
代
表
、
労
働

組
合
代
表
に
よ
る
学
校
給
食
連
絡
協
議
会

を
組
織
し
、
協
議
検
討
し
、
理
解
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

議
会
に
は
、
6
月
に
給
食
調
理
業
務
の

民
間
委
託
化
を
含
ん
だ
町
方
針
の「
第
三
次

岡
垣
町
行
政
改
革
推
進
計
画
」の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
9
月
議
会
で
学
校

給
食
調
理
業
務
民
間
委
託
化
へ
の
説
明
用

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
説
明
を
行
い
、
学

校
説
明
会
で
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
基
づ
き
、

平
成
15
年
度
か
ら
民
間
委
託
化
を
進
め
る

と
い
う
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
議
会

に
報
告
し
て
か
ら
、
保
護
者
へ
の
説
明
会

を
開
く
の
が
筋
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
こ
の

よ
う
な
進
め
方
に
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

給
食
が
教
育
活
動
の
一
環
で
あ
る
こ
と

が
学
校
給
食
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
教

職
員
も
当
然
理
解
し
て
い
ま
す
。
教
職
員

へ
の
説
明
は
学
校
長
を
通
じ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
食
教
育
に
関
し
て
は
給
食
の
限
ら

れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
マ
ナ
ー
を

含
め
て
き
ち
ん
と
指
導
し
て
い
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
委
託
に
な
っ

た
学
校
は
、
早
期
に
保
護
者
の
試
食
会
や
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
給
食
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
対
応

は
、
民
間
委
託
に
な
っ
て
も
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
し
、
実
施
は
可
能
で
す
。
ま
ず
、

保
護
者
か
ら
担
任
が
十
分
事
情
を
聞
き
、

学
校
長
、
学
校
栄
養
士
に
伝
え
、
学
校
栄

養
士
が
業
務
指
示
書
を
作
成
す
る
と
い
う

や
り
方
で
行
い
ま
す
。

決
定
手
順
・
議
会
手
続
に
関
す
る

意
見
・
質
問

○
民
間
委
託
化
は
決
定
か
、
予
定
か
。

○
決
定
し
た
の
な
ら
ば
、
先
に
保
護
者
に
説
明
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
ど
11
件

先
生
・
保
護
者
の
聞
き
取
り
や

ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
意
見
・
質
問

○
給
食
は
教
育
の
一
環
と
い
う
こ
と
だ
が
、
先
生

の
意
見
も
尊
重
し
て
の
民
間
委
託
な
の
か
。

○
民
間
に
な
っ
た
ら
1
か
月
後
ぐ
ら
い
で
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
っ
て
欲
し
い
。

な
ど
8
件

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
関
す
る
意
見
・
質
問

○
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
対
応
は
民
間

委
託
で
も
で
き
る
の
か
。

な
ど
7
件

民
間
委
託
の
範
囲
に
関
す
る
意
見
・
質
問

○
な
ぜ
、
給
食
の
全
工
程
を
民
間
委
託
し
な
い
の

か
。

○
今
後
、
民
間
委
託
が
食
材
の
選
定
・
発
注
な
ど

栄
養
士
の
部
分
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は
。

な
ど
13
件

より良い学校給食をめざして
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教
育
委
員
会
の
考
え
方

現
在
、
生
鮮
食
料
品
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
商
店
で
購
入
し
て
い
ま
す
が
、
お
米

は
、
県
単
位
で
給
食
物
資
を
一
括
納
入
し

て
い
る
福
岡
県
学
校
給
食
会
か
ら
購
入
し

て
い
ま
す
。
地
場
産
は
長
期
的
に
安
定
供

給
で
き
る
か
が
課
題
で
す
。
今
後
、
地
元

の
農
家
と
の
契
約
栽
培
な
ど
、
安
定
的
に

供
給
で
き
、
価
格
も
高
く
な
ら
な
い
方
法

を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

中
学
校
の
給
食
は
、
岡
垣
中
学
校
に
は

十
分
な
敷
地
が
な
い
た
め
、
岡
垣
東
中
学

校
で
両
中
学
校
の
給
食
を
調
理
し
、
岡
垣

中
学
校
へ
運
ぶ
「
親
子
方
式
」
と
い
う
岡

垣
町
独
自
の
や
り
方
で
実
施
し
ま
す
。
岡

垣
中
学
校
と
岡
垣
東
中
学
校
と
は
車
で
10

分
ぐ
ら
い
で
す
の
で
、
給
食
時
間
に
合
わ

せ
て
調
理
工
程
を
組
み
ま
す
。
生
徒
と
調

理
員
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
は
、
岡
垣

中
学
校
に
調
理
員
が
出
向
き
、
給
食
感
謝

集
会
を
行
う
な
ど
学
校
行
事
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
の
岡
垣
中
学

校
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性

は
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
は
結
論
を
出
せ

ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

小
学
校
も
中
学
校
も
献
立
は
そ
れ
ぞ
れ

の
体
格
を
考
え
、
学
校
栄
養
士
が
作
成
し
、

調
理
員
だ
け
が
、
民
間
の
調
理
員
と
い
う

こ
と
で
す
。
民
間
委
託
で
も
直
営
の
場
合

と
同
様
に
給
食
の
安
全
性
、
質
、
味
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

弁
当
の
日
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
み
な

さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

確
か
に
、
中
学
校
で
給
食
が
始
ま
れ
ば
、

給
食
準
備
や
給
食
指
導
の
時
間
な
ど
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と

は
別
に
教
職
員
に
は
勤
務
上
の
休
息
・
休

憩
時
間
も
必
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
も
給
食
を
教
育
活
動
の
一
環
と
位
置

付
け
て
の
こ
と
で
す
か
ら
、
教
職
員
も
理

解
し
て
い
ま
す
。
来
年
ぐ
ら
い
か
ら
徐
々

に
調
整
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
考
え
方

平
成
11
年
に
保
護
者
・
生
徒
・
教
職
員

に
行
っ
た「
中
学
校
に
お
け
る
完
全
給
食
意

向
調
査
」で
は
、
保
護
者
の
約
八
十
　
が
実

施
に
賛
成
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

生
徒
・
教
職
員
は
、
実
施
に
反
対
が
多
い

と
い
う
結
果
で
し
た
。
そ
の
時
の
調
査
で

は
二
者
択
一
で
賛
成
か
反
対
か
だ
け
で
し

た
が
、
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
い
う
選
択
肢

を
加
え
る
と
、
反
対
は
三
割
程
度
で
し
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
保
護
者
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
強
い
要
望
と
生
徒
た
ち
の
食

生
活
の
実
態
を
重
視
し
、
中
学
校
も
教
育

活
動
の
一
環
と
し

て
給
食
が
必
要
だ

と
判
断
し
ま
し
た
。

校
納
金
な
ど
の

口
座
引
き
落
し
に

つ
い
て
は
、
学
校
、

金
融
機
関
と
協
議

し
て
今
後
検
討
し

て
行
き
ま
す
。

中
学
校
給
食
の
親
子
方
式
に
関
す
る

意
見
・
質
問

○
親
子
方
式
と
い
っ
て
も
岡
垣
中
か
ら
す
れ
ば
セ

ン
タ
ー
式
と
変
わ
ら
な
い
で
は
な
い
か
。

○
建
替
え
に
な
れ
ば
、
岡
垣
中
に
も
給
食
調
理
室

が
で
き
る
の
か
。

な
ど
10
件

地
元
産
物
の
利
用
に
関
す
る意

見
・
質
問

○
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
て
欲
し
い
。

○
農
家
と
契
約
栽
培
で
旬
の
も
の
を
使
っ
た
ら
ど

う
か
。

な
ど
6
件

中
学
校
給
食
の
民
間
委
託
に
よ
る

実
施
に
関
す
る
意
見
・
質
問

○
中
学
校
は
民
間
委
託
と
い
う
こ
と
で
不
安
が
あ

る
。
本
当
に
直
営
と
変
わ
ら
な
い
の
か
。

な
ど
3
件

中
学
校
給
食
の
弁
当
の
日
に

関
す
る
意
見
・
質
問

○
弁
当
の
い
い
生
徒
も
い
る
の
で
、
弁
当
の
日
を

設
け
た
ら
ど
う
か
。

な
ど
2
件

中
学
校
給
食
の
給
食
時
間
に

関
す
る
意
見
・
質
問

○
給
食
に
な
っ
た
ら
、
十
分
な
時
間
が
と
れ
る
の

か
。

1
件

中
学
校
給
食
の
そ
の
他
の
意
見
・
質
問

○
保
護
者
の
80

が
賛
成
と
い
う
こ
と
だ
が
、
生

徒
や
先
生
は
ど
の
程
度
賛
成
し
て
い
る
の
か
。

○
校
納
金
、
給
食
費
を
口
座
引
き
落
し
に
し
て
欲

し
い
。

な
ど
13
件

より良い学校給食をめざして

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
へ



10月30日(水)、三里松原海岸一帯で岡垣町内

の小学校5校、中学校2校の児童・生徒約2,300人

による「クリーンアップサンリ海岸」が行われまし

た。これは、前年度まで「ごみ0の日」として10月

に行われていた奉仕活動を、本年度からの週5日

制に伴い、学校行事として位置付けたものです。

児童･生徒たちが通った海岸はみるみるうちに

きれいになってゆき、この日、三里松原海岸から

集められたごみはペットボトル、空き缶、タバコ

の吸殻など軽トラック約20台分にもなりました。

ホ
ッ
ト
な
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

きれいな海岸 うれしいね！
クリーンアップサンリ海岸

メタセコイヤのように大きく育て!

10月8日(火)から15日(火)にかけて、町内の各小中学校

で｢町制40周年記念植樹祭｣が行われました。

植樹された木はメタセコイヤといい、公園や学校の校

庭によく植えられていますが、もともとは絶滅したと考

えられていた植物です。それが今から60年前に中国の奥

地で発見され、そこで採集された種子が世界各国に広が

ったものです。

このように｢生きた化石｣と呼ばれ、

古代から延々と引き継がれ、広がって

いるこの木は、植えると空に向かって

高く高く伸びていきます。これから21

世紀を担う小中学生のみなさんたちも、

この木のようにすくすくと成長してほ

しいと願っています。

町制40周年記念植樹祭

広報おかがき　平成14年11月25日号�8



100歳おめでとうございます!

10月23日(水)、 田リンさん(野間四区)
が、100歳の誕生日を迎えられました。100

歳を迎えられた今の気持ちはいかがです

か？との質問に、｢娘たちのおかげ。自分で

もよく生きたと思います。｣と答えられまし

た。長寿の秘訣は？との質問には、｢毎日三

度の食事の後に、梅干し入りのお茶を飲む｣

との事です。 田さんの娘さんは、気楽に

生活している事と、よく体を動かしている

事が、長生きの秘訣だろうと言われていま

した。

100歳本当におめでとうございます。こ

れからも健康で、長生きしてくださいね。

田リンさんに特別敬老祝金

10月８日(火)から10日(木)、高倉神社の秋の大祭

が行われました。この大祭は、海の幸、山の幸の豊

穣を感謝し祝福する祭りとして、いとなまれていま

したが、今日ではさらに、交通安全、厄除開運、家

内安全の祭りとしてもいとなまれています。

また、神にぎわいとして、海鳴り太鼓や相撲大会

などが行われ、境内には露店も出て、夜になると更

ににぎわっていました。

多大なご寄付ありがとうございます。

10月3日(木)にゆかいな果樹園で、若松法人会主

催の｢秋の夜長に学ぶ経営と納税｣が行われました。

内容は、講演会やジャズコンサート、社会貢献委員

会による物品販売などです。

物品販売では、主に岡垣町内の商品が販売され、

収益は岡垣町などに寄付されました。岡垣町には

10月30日(水)

に町長に手渡

されました。

多大なご寄付

ありがとうご

ざいました。

若松法人会から町へ寄付金贈呈
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写真上段左から、若松法人会事務局　郷 正夫さん、同岡垣支部長　田原 繁隆さん、
同事務局　松永 博明さん、
下段左から、樋　町長、社会貢献委員会委員長　石田 幸彦さん

みなさん、行かれましたか？
高倉神社秋の大祭



陽
の
色
の
中
に
あ
ふ
れ
し
柿
届
く

竹
ノ
下
静
子

露
座
仏
に
誰
の
供
養
か
彼
岸
花橋

本
貴
美
子

木
犀
の
風
な
き
と
き
も
匂
ひ
け
り

杉
山
久
美
子

楽
隊
を
堰
く
信
号
機
秋
ま
つ
り貞

苅
　
文
枝

断
末
の
大
蛇
へ
神
楽
笛
一
縷千

々
和
恵
美
子

稜
線
に
雲
低
う
し
て
鳥
帰
る

小
西
き
く
え

沖
仲
仕
勢
ひ
し
港
し
ぐ
れ
来
る長

畑
田
鶴
子

千
年
の
大
樹
の
葛
を
ほ
し
い
ま
ま

山
中
き
よ
み

燃
え
残
る
手
紙
の
四
隅
庭
焚
火兒

島
　
清
子

秋
風
や
春
部
生
家
の
通
し
土
間矢

野
　
　
博

コ
ス
モ
ス
の
色
を
ま
じ
え
て
遠
棚
田

福
島
　
和
子

コ
ス
モ
ス
や
木
魚
の
響
く
観
音
寺

陣
内
ヨ
シ
子

露
玉
に
触
れ
て
零
る
る
朝
の
土
手

井
形
サ
ダ
エ

木
の
実
落
つ
石
囲
ひ
し
て
地
蔵
か
な

神
谷
　
博
之

の
ぼ
り
き
し
成
田
山
よ
り
見
わ
た
せ
ば

玄
海
灘
の
光
る
夕
波

皆
田
ユ
キ
エ
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参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう。「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込め
た読者のページです。�
　楽しかったこと、悲しかったことから
地区の活動まで、また、イラスト・4コマ
まんが・俳句・川柳などの作品もお待ち
しています。�
応募先／〒811-4233岡垣町大字野間
697-1 岡垣町役場地域づくり課・広報「ど
くしゃの私書箱」係�
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名
も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。�

私

書

箱
�

ど

く

し

の

�

ゃ�

PN.憂アゲハ

▲

PN.ぱぱんだ▲

PN.城戸ナギリ▲

10月27日(日)、公園通り中区で、消防訓練が行

われました。

訓練は岡垣町消防団第一分団の協力のもと行わ

れ、消火器を使っての初期消火訓練から区内設置

の消化用具の使い方、実際に消火栓を開けての放

水訓練など、充実した内容でした。

区内の参加者約30人は、楽しい中にも緊張した

面持ちで訓練を受け、“我が町内では、絶対に火災を起こさない”との誓いを新

たにしました。

僕が火を消す！
町を守る！

【原稿と写真は、公園通り中区の木下吉治さんの提供】

気持ちの良い汗
流しました！

【原稿と写真は、手野区長の堀克之さんの提供】

10月14日(祝)の体育の日

に、内浦小学校グラウンド

で、手野区大運動会が開催されました。

美しく晴れ渡った空の下、子どもから高齢者まで多くの人が、大きな声援や笑

い声の中で競技し、気持ち良い汗を流しました。

優勝は久世ノ原組で、準優勝は垣ノ内組でした。区のみなさんが親睦を深め

あった、有意義な１日でした。

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会

木
綿
間
俳
句
会

一
般
の
人
の
作
品

短
　
　
歌

俳
　
　
句



広報おかがき　平成14年11月25日号�11

【原稿と写真は、野間一区高齢者福祉
ネットワークの会会長の白石宗光さんの提供】

野間一区では、地域で行う事のできる高

齢者福祉活動取り組みの方策を模索し、お

せっかいではなく、真に状況を把握しなが

ら、裏方として、高齢者の支えとなれる事

に主眼をおいて、今年度から活動を始めま

した。

10月には、80歳以上の人と病弱で外出

できない人に、稲穂の飾りを下記のメッセージを付して差し上げました。

命を繋いできた
稲穂

【原稿と写真は、岡垣町老人クラブ寿会連合会
会長の俵口勝美さんの提供】

吉木小学校３年生の衣笠和弘くん
(元松原)がＮＨＫ夏休み絵画コンク

ールで、最優秀賞を受賞しました。

衣笠くんが書いた絵のテーマは『宇宙

旅行』でお父さんからアドバイスをも

らいながら、楽しく書くことができ

たそうです。

感想を聞いてみると、｢学校で『最優秀賞に選ばれたよ。』と聞いた

時は、信じられなかったけどとても嬉しかったです。これから１

年間、僕の書いた絵が

中継車になって、色々

なところを走るとＮＨ

Ｋの人に聞きました。

嬉しいけど、ちょっと

恥ずかしいです。そし

て将来、この絵のよう

な宇宙旅行にみんなで

行けるといいなと思い

ます。｣と話してくれま

した。

暑かった夏も過ぎて爽やかな秋となりました。ご機

嫌如何ですか？

毎年々、私たち日本人が豊饒を祈り、八十八の手間

をかけて育てたお米、私たちの命を繋いできた稲穂で

す。

大正時代からこの方、戦前戦後を通して社会状況は

大きな変化があり色々なご経験の中でも、お米には何

かと深い思いが残るものがある事と思われます。ご覧

になって下さいませ。

平成14年10月　野間一区高齢者福祉ボランティアの会

僕の絵が
街を走る！

老人クラブは、9

月20日を社会奉仕の

日と定め、各地域に

おいて奉仕活動をし

ています。

岡垣町では、9月1

日～10月1日の間

に、30クラブ、914

人が参加し、公民

館・公園・神社・海

岸等で、清掃や草刈

りを行いました。

9月20日は
社会奉仕の日

雲
南
の
西
に
拡
が
る
騰
越
街

城
内
に
咲
く
芥
子
花
実
る

三
宅
　
敏
夫

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
上
陸
直
後
木
造
の

天
主
教
会
独
乙
人
の
尼
僧

中
原
　
政
平

両
手
に
て
掬
っ
て
み
た
し
池
の
面
に

写
る
真
青
の
空
の
白
雲

橋
本
　
和
子

山
芋
の
蔓
の
葉
先
が
迷
う
か
に

止
り
木
搜
し
て
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る

石
松
　
文
子

ひ
と
夜
を
ば
一
途
に
香
る
月
下
香

短
き
命
は
か
な
か
り
け
り

石
松
　
清
美

山
の
端
に
真
紅
の
太
陽
昇
り
く
る

神
秘
な
ま
で
の
朝
の
ひ
と
と
き

西
村
　
光
代

秋
の
日
の
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
庭
に
出
で

蓑
蟲
の
宿
そ
つ
と
覗
け
り

岩
崎
　
京
子

釣
竿
も
び
く
も
今
で
は
イ
ン
テ
リ
ア

野
中
よ
う
子

米
を
研
ぐ
音
が
喧
嘩
の
仲
直
り末

松
　
　
碧

出
刃
研
い
で
太
公
望
の
帰
り
待
つ

宇
都
宮
福
夫

秋
冷
を
厭
う
便
り
に
重
ね
着
る野

田
　
健
生

念
仏
も
年
を
重
ね
て
高
い
声

大
堂
　
圏
治

青
葉
短
歌
会

岡
垣
川
柳
会

【写真は、衣笠和弘くんの提供】

川
　
　
柳



総合的な学習を10月30日の“クリーンアップ・サンリ海岸”の活動につなげた吉木小学校での実践例をもとに紹介します。
①『つかむ段階』《地域のよさをみつけよう》
“地域のよさを再発見しよう”ということで、地域体験に行きました。

地域の探検をしながら、興味関心を持ったことを出し合い、調べたい
ことをまとめました。その中から、自分の興味関心のあるものを選び、
グループを作りました。その中に｢三里松原研究グループ｣もできました。

②『さぐる段階』 《地域のよさをさぐろう》
“研究グループ”は、調べる前にまず、次のようなことについて
計画を立てました。

一人ひとりの調べたいことを出し合い、いくつかにまとめていきました。
その結果、｢三里松原の様子、歴史、見所、守る人々の活動、三里松原
の特徴｣などを調べることになりました。調べ方は、計画に沿って、パ
ソコンで｢岡垣町のホームページ｣を見たり、地域の歴史などに詳しい先
生に聞いたり、見学に行ったりなどです。

③『生かす段階』 《地域のよさを発信しよう》
調べたことをもとにまとめ、それをどう生かすかを考え、次のように決
まりました。

｢クリーンアップ・サンリ海岸清掃｣大作戦の日の朝に、校内テレビ放
送で、調べたことを紙芝居風に発表しました。｢三里海岸ガイドブック｣
も作りました。それを見た全校児童は、海岸清掃に意欲的に取り組んで
いました。

総合的な学習で、どんな子どもを育てるのですか？

主にどんな課題に取り組んでいるのですか？

例えば、どのような学習をしているのですか？

広報おかがき　平成14年11月25日号�12

生涯学習の土台を作る
『総合的な学習の時間』

出会い�
　ふれあい�
　　学び愛�

今年度から小・中学校で、子どもたちに｢たくましく生きる
力｣を育てる新しい学習指導要領がスタートしました。｢生きる力｣
は、困難な課題にも主体的に取り組み、解決する力(知力・精神力・
体力)です。その｢生きる力｣を育てる中核となる時間が｢総合的な学習
の時間｣です。今回は、その｢総合的な学習の時間｣ついて紹介します。

岡垣町は、川、山、海、三里松原と自然が豊かです。
城跡、古墳、神社なども多い、歴史とロマンの里でもありま
す。自然を生かし、イチゴやビワなども作られています。

｢どんなことを調べるか｣、｢どのように調べたら良いか｣、
｢だれに聞いたら良いか｣

今回、｢クリーンアップ・サンリ海岸清掃｣が行われるので、
全校のみんなに三里松原の素晴らしさや歴史などについても
わかりやすく事前に伝えよう。

問い合わせ　教育委員会教育総務課へ

以上のように｢総合的な学習の時間｣では、子どもたちが興
味関心を持った課題を、主体的に追求し、それを生かす活動
へと流れて行くような取り組みが行われています。

①自ら課題（問題）を見つけ、主体的に追求しようとする子ども
②調べ方やまとめ方や伝え方などの技能やものの考え方などを身に付けた子ども
③自らの生活や生き方を見直し、より良い生き方をめざそうとする子ども

①国際理解、環境、福祉・健康、情報などの総合的・横断的な課題
②子どもたちの興味・関心を持った課題
③地域の人や自然環境、体験活動を生かした課題
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『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
』
ト
』っ
て
ど
ん
な
運
動
？

な
運
動
？�

『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
』
ト
』っ
て
ど
ん
な
運
動
？

な
運
動
？�

『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
』っ
て
ど
ん
な
運
動
？�

　
赤
ち
ゃ
ん
の
体
の
成
長
に
母
乳
や
ミ
ル
ク
が
必
要
な
よ
う
に
、赤
ち

ゃ
ん
の
言
葉
や
心
を
育
む
た
め
に
は
、抱
っ
こ
の
暖
か
さ
の
中
で
優
し
く

語
り
か
け
て
も
ら
う
時
間
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

お�

を�

拝�
借�
！�

耳�

保�

健�

師�
の�

ち
ょ
っ
と�

第125回�

①ごんぼ(ごぼう)飯(佐賀県)�
②いわしの香り焼き(和歌山県)

《①の材料　５人分》�
○米(700㌘)○ごぼう(150㌘)○にんじん
(100㌘)○とり肉(150㌘)○こんにゃく(110
㌘)○油(適量)○砂糖(大さじ3)○しょう油(
大さじ5)

《②の材料　４人分》�
○いわし(7～8匹)○粒さんしょう(少 )々○牛乳
(3カップ)○酢(大さじ3)○Ａ＝卵(1個)･みそ･ご
ま油･酒･片栗粉(各大さじ1)○青しそ(20枚)○
片栗粉(少 )々○植物油(大さじ2)○ミニトマト(2
個)

《②の作り方》�
①　いわしは頭･内臓･中骨を除いて身を包丁

で刻み、粒さんしょうをふり、鉢でよくする。�

②　牛乳を弱火でトローっとするまでよく煮て、

酢を入れ固まらせる。ふきんで水気をしぼり、

カッテージチーズを作る。※市販のものでも

良い。�

③　①に②を加え、さらに良くすり混ぜ、Ａを加

えて最後に片栗粉を入れ、20個分にする。�

④　しその葉の裏に片栗粉をふり、③を葉の半

分に平らにのせ、葉で包む。フライパンに油

をひき、焦げないように弱火で片面ずつ焼く。�

⑤　お皿に盛り、ミニトマトを添える。�

《①の作り方》�
①　ごぼうは包丁の背で皮をこそぎ、酢水につ

ける。アク抜きをしてささがきにし、水を2～3

回取り替える。にんじんもささがきにする。�

②　こんにゃくは茹でて小さめの短冊切り。�

③　鍋に油を熱し、とり肉･ごぼう･にんじんを

炒めてこんにゃくを入れ、さらに炒める。水を

ひたひたと加えて軟らかくなるまで煮る。�

④　③を砂糖･しょう油で調味し、煮汁を含ませ

る。�

⑤　炊き上がりのごはんに、汁をきった具を混

ぜ合わせる。�

�

岡垣町食生活改善推進会�
（ヘルスメイトの会）�

～ふるさとの食材と旬を�
　　　　　　  生かした２品を紹介～�

『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
』

は
、
肌
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
な
が
ら
言
葉
と
心
を
通

わ
す
、
そ
の
か
け
が
え
の

な
い
ひ
と
と
き
を「
絵
本
」

を
介
し
て
持
つ
こ
と
を
応

援
す
る
運
動
で
す
。

岡
垣
町
で
は
、
今
年
４

月
よ
り
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図

書
館
と
こ
ど
も
未
来
課
の

共
同
事
業
と
し
て
、
７
か

月
児
健
診
の
場
で
、
絵
本

の
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ

ク
を
説
明
の
言
葉
と
共
に
手
渡
し
て

い
ま
す
。

○
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
…

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
本
が
好
き

な
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
本
に
関
心

が
無
か
っ
た
り
、

子
ど
も
の
本
に
つ

い
て
詳
し
く
知
る

機
会
が
な
い
保
護

者
に
も
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
わ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

○
説
明
の
言
葉
を
添
え
て
…

ま
ず
は「
絵
本
っ
て
楽
し
そ
う
だ

な
」と
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
図
書
館

職
員
や
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
が
、
ひ
と
り

ひ
と
り
に
説
明
の

言
葉
を
添
え
な
が

ら
手
渡
す
事
が
と

て
も
大
切
で
す
。

○
お
母
さ
ん
だ
け
で
な
く
…

赤
ち
ゃ
ん
が
育
つ
周
り
に
は
、
た

く
さ
ん
の
人
が
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

と
本
を
開
く
時
間
が
、
お
母
さ
ん
に

と
っ
て
安
ら
ぎ
の
時
間
と
な
り
、
同

時
に
赤
ち
ゃ
ん
の
周
り
の
色
々
な
人

が
子
育
て
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に

な
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
に
限
ら
ず
、
み
な
さ
ん
の

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
本
の

楽
し
さ
を
共
有
で
き
る
一
冊
を
見
つ
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
ロ
ゴ
マ
ー
ク
付
ト
ー
ト
バ
ッ
ク

○
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
絵
本
を
２
冊

『
い
な
い
い
な
い
ば
あ
』

『
お
つ
き
さ
ま
こ
ん
ば
ん
は
』

○
赤
ち
ゃ
ん
と
本
の
ひ
と
と
き
を

も
つ
際
の
イ
ラ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ス
集
　

○
よ
だ
れ
か
け

○
お
す
す
め
の
絵
本
リ
ス
ト

こ
ど
も
未
来
課
保
健
師
戸
栗
奉
弥

①
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の

ポ
イ
ン
ト

②
本
を
通
し
て
家
族
の
絆
を

深
め
ま
し
ょ
う

《
参
考
ま
で
》

※
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・

パ
ッ
ク
の
内
容



家
具
な
ど
を
再
生
し
展
示
販
売

を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

受
　
付

○
12
月
9
日(

月)

か
ら

14
日(
土)

午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
30
分
ま
で
○
12
月
15
日(

日)

午

前
9
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

抽
選
日

12
月
15
日(

日)

午
前
11

時
30
分
か
ら(

申
込
受
付
終
了
後)

と
こ
ろ

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ(

中
間
市
垣
生)

品
　
目

タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
テ

ー
ブ
ル
ほ
か
約
百
五
十
点

※
購
入
品
の
配
達
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
各
自
で
搬
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中

間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

1
2
4
5
‐
5
3
7
4
へ
※
申
込

用
紙
は
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

(

木)

午
後
1
時
か
ら
3
時
30
分
ま

で(

受
付
中)

○
2
回
目
＝
平
成
15

年
2
月
20
日(

木)

午
後
1
時
か
ら

3
時
30
分
ま
で(

1
月
20
日
か
ら

受
付)

定
　
員

30
人

《
子
犬
コ
ー
ス(

講
義
と
実
技)

》

と
　
き

平
成
15
年
3
月
4
日

(

火)

午
後
1
時
か
ら
3
時
30
分
ま

で
・
11
日(

火)

午
後
1
時
30
分
か

ら
3
時
30
分
ま
で
・
18
日(

火)

午

後
1
時
30
分
か
ら
3
時
30
分
ま
で

(

2
月
3
日
か
ら
受
付)

※
3
日
間
で
1
セ
ッ
ト
で
す

定
　
員

20
人

と
こ
ろ
･
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

福
岡
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

1
0
9
2
‐
9
4
4
‐
1
2
8
1
へ

約
40
人
の
留
学
生
を
は
じ
め
、

外
国
人
を
招
い
て
祭
り
を
行
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
　
き

12
月
8
日(

日)

午
後
1

時
か
ら
6
時
ま
で

と
こ
ろ

す
ぱ
ー
く
岡
垣

内
　
容

○
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

○
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
白
砂
青

松
の
三
里
松
原
に
お
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
に
よ
る
松
葉
か
き

を
実
施
し
ま
す
。
三
里
松
原
の
保

全
・
保
護
の
た
め
、
多
数
の
み
な

さ
ん
の
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と
　
き

12
月
1
日(

日)

午
前
9

講
義
と
実
技
を
通
じ
て
対
処
法

な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

《
一
般
コ
ー
ス(

講
義
の
み)

》

と
　
き

○
1
回
目
＝
12
月
19
日

参
加
費

○
中
学
生
以
上
＝
五
百

円
○
小
学
生
＝
三
百
円
○
小
学
生

未
満
お
よ
び
外
国
人
＝
無
料

※
小
学
生
以
下
の
参
加
は
、
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

岡
垣

国
際
交
流
協
会
1
2
8
2
‐
0
5

4
9
へ

募
集
期
間

12
月
2
日(

月)

か
ら

10
日(

火)

ま
で

応
募
方
法

12
月
2
日(

月)

よ
り

役
場
総
合
案
内
・
建
設
課
窓
口
お

よ
び
東
部
公
民
館
で
入
居
申
込
書

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
募
集
期
間
内
に
県
住
宅
供
給

公
社
に
郵
送
し
て
下
さ
い
。

※
三
吉
県
営
住
宅
の
募
集
も
行
う

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

県
営
住
宅
管
理
事

務
所
1
6
9
1
‐
5
9
7
0
へ

受付期間 平成15年3月31日(月)まで
交付対象者 平成11年7月16日以降に購入した人で、次の条件を満たしていること。
①岡垣町に住所があり、チャイルドシート購入時、6歳未満の幼児と同居し、生計を
維持している父母などその世帯員で、車を所有している人。

②運輸省が定める安全基準に適合したチャイルドシート(ベビーシート・ジュニアシ
ートを含み、中古品を除く)を自家用車に装着するため、購入した人。

補助金交付額 幼児1人につき1回限りとし、チャイルドシート購入費用の2分の1以
内で五千円を限度とします。

申請に必要なもの
○岡垣町チャイルドシート購入費補助金交付申請書○領収書(日
付およびチャイルドシート代が明記された領収書)○品質保証書
および取扱説明書、そのほかチャイルドシートの製造元、品名
などの確認できる書類○車検証の写し○申請者の口座振込先の
銀行名、口座番号○印かん
申し込み･問い合わせ こども未来課へ

時
か
ら
11
時
ま
で

と
こ
ろ

三
里
松
原
内
黒
山
浜

持
っ
て
く
る
も
の

ほ
う
き
な
ど

(

松
葉
か
き
の
で
き
る
も
の)

※
駐
車
場
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
隣
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ農

林
水
産
課
振
興
係
へ

広報おかがき　平成14年11月25日号�14

し　　　わす

師走のもよおし・おしらせ師走のもよおし・おしらせ
URL(ホームページのインターネット上の住所)http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

町 役 場
教育委員会

は 1282―1211
ひとにいい

犬
の
し
つ
け
は大

丈
夫
で
す
か
?

福
岡
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

友
達
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

ワ
ー
ル
ド
青
少
年
の
つ
ど
い

岡
垣
国
際
交
流
協
会

悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

無
料
電
話
相
談
が
あ
り
ま
す
よ

福
岡
法
務
局
・
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

県
営
住
宅
管
理
事
務
所

再
生
品
展
示
販
売
の
お
知
ら
せ

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

松
葉
か
き
を
実
施
し
ま
す

農
林
水
産
課
振
興
係

チャイルドシートの購入はお済ですか
チャイルドシート購入費補助金交付制度が

平成15年3月31日で終わります。

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
隣
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
校
に
お
け
る

い
じ
め
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

と
　
き

12
月
7
日(

土)

午
前
9



障害者の職業訓練生募集!

主な応募資格 身体障害者手帳所持者
ただし総合実務科は療育手帳所持者

応募締切 平成１５年1月１０日(金)
申し込み･問い合わせ
福岡障害者職業能力開発校1741－5431または、ハローワーク
やはた1622－6369へ

時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

相
談
電
話
番
号
1
0
1
2
0
‐
9

3
9
3
‐
2
2(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル)

※
市
外
局
番
0
9
7
9
の
地
域
お

よ
び
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の

通
話
不
可

問
い
合
わ
せ

福
岡
法
務
局
・
福

岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
1
0

9
2
‐
7
2
1
‐
9
1
6
6
・
9
1

6
7
へ

公
証
人
、
弁
護
士
、
人
権
擁
護

委
員
、
法
務
局
職
員
が
法
律
問
題
、

相
続
、
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
登

記
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

と
　
き

12
月
7
日(

土)

午
前
10

時
か
ら
午
後
3
時
ま
で(

受
付
は
、

午
前
9
時
45
分
か
ら
午
後
2
時
30

分
ま
で)

と
こ
ろ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

問
い
合
わ
せ

福
岡
法
務
局
北
九

州
支
局
1
5
6
1
‐
3
5
4
2
へ

※
こ
の
法
律
人
権
相
談
所
は
、
岡

垣
町
教
育
委
員

会
が
主
催
す
る

「
お
か
が
き
人
権

ま
つ
り
」の
一
行

事
と
し
て
開
設

す
る
も
の
で
す
。

平
成
12
年
に
都
市
計
画
法
・
建

築
基
準
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
平

成
13
年
5
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
現
況
調
査
を

行
い
ま
す
の
で
、
白
地
地
域(

用

途
地
域
外)

を
、
町
が
委
託
し
た

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
道
路
等

(

敷
地
外)

か
ら
建
物
等
の
確
認
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
地
調
査
は
、
平
日
の
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

と
　
き

12
月
か
ら
平
成
15
年
1

月
ま
で
の
2
か
月

問
い
合
わ
せ建

設
課
都
市
計
画
係
へ

行
っ
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
で
も
12
月
9
日(

月)

に

街
頭
啓
発
を
し
ま
す
。
町
長
、
助

役
を
は
じ
め
と
し
て
障
害
を
お
持

ち
の
人
や
そ
の
家
族
の
人
た
ち
、

民
生
委
員
や
職
員
が
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
チ
ラ

シ
を
配
っ
た
り
し
て
呼
び
か
け
を

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
そ
の
時
は

ど
う
ぞ
知
ら
ん
ぷ
り
を
す
る
の
で

な
く
、
お
忙
し
い
中
と
は
思
い
ま

す
が
温
か
い
心
で
受
け
と
め
て
く

だ
さ
い
ね
。

障
害
者
に
対
す
る
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
に
、
日
本

で
は
12
月
9
日
を
『
障
害
者
の
日
』

と
し
て
い
ま
す
。
福
岡
県
で
は
、

12
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
の
1
週

間
を「
障
害
者
福
祉
啓
発
強
調
週

間
」と
定
め
、
障
害
者
に
対
す
る

県
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
る
た
め
に
各
種
の
啓
発
活
動
を
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中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
岡垣在宅介護支援センター 1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター 1282 ― 5103

町 民 武 道 館 1282 ― 6111
いこいの里・社会福祉協議会 1283 ― 2940
岡垣 1282 ― 1515
シルバー人材センター 1282 ― 4688
いこいの里在宅介護支援センター 1283 ― 0033

人
権
週
間
に
お
け
る

法
律
人
権
相
談

福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局

白
地
地
域
の
調
査
を実

施
し
ま
す

建
設
課
都
市
計
画
係

『
障
害
者
の
日
』
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
係

12
月
1
日
は
、
世
界
エ
イ
ズ
デ

ー
で
す
。
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
誤
解
や
偏
見
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

12
月
1
日(

日)

午
前
11

時
か
ら
午
後
2
時
ま
で

と
こ
ろ

ゆ
め
タ
ウ
ン
遠
賀

内
　
容

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー

お
よ
び
パ
ネ
ル
の
展
示
、
記
念
グ

ッ
ズ
配
布
な
ど

問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
健
康
対
策
課
1
2
0

1
‐
4
1
6
1
へ

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
対
策
課

九
州
初
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
、
久
留
米
大
学
病
院
高
度

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
？

医
師
・
看
護
師
が
搭
乗
し

て
救
急
現
場
に
向
か
い
、
速

や
か
に
救
命
医
療
を
行
い
、

救
急
患
者
の
救
命
・
後
遺
症

の
軽
減
を
図
ろ
う
と
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
救
急
医
療
体

制
の
充
実
・
高
度
化
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
内
の
ヘ
リ
離
着
陸
場

○
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
吉
木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

へ
ドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリ

あ
な
た
と

あ
な
た
の
大
切
な
人
の

命
を
守
る
た
め
に
！

福岡県障害者職業能力開発校では、�
平成15年度の訓練生を募集しています。（男女不問）�
課　　程�

普通課程�

短期課程�

科　　　　目�

コンピュータ製図科�
義肢・装具科�
プログラム設計科�
商業デザイン科�
ＯＡビジネス科�
建築設計科�
アパレルデザイン科�
ＤＴＰ制作科�
総合実務科�

20人�
10人�
20人�
20人�
20人�
10人�
10人�
20人�
20人�

定　　員� 訓練期間�

1年�

2年�

1年�



と
　
き

2
月
中
旬(

1
日
間)

と
こ
ろ

硫
黄
島
慰
霊
巡
拝

参
加
資
格

戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行

う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

【
配
偶
者(
他
の
人
と
再
婚
し
た
人

を
除
く
。)
･
父
母
･
子
･
兄
弟

姉
妹
】
で
、
実
施
時
期
に
お
い
て

75
歳
以
下
の
人

申
込
締
切

12
月
末

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康

福
祉
課
ま
た
は
福
岡
県
保
健
福
祉

部
国
保
･
援
護
課
1
0
9
2
‐
6

4
3
‐
3
3
0
1
へ

パ
ー
ク

③
ｊ
ａ
ｖ
ａ
プ
ロ
グ
ラ
マ

と
こ
ろ

○(

株)

福
岡
ソ
フ
ト
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
○
パ
ソ
コ
ン
ス
ク

ー
ル
Ｉ
Ｔ
ラ
ボ

受
講
料

無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切
　
12
月
12
日(

木)

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

麻
生

教
育
サ
ー
ビ
ス(

株)

1
0
9
2
‐
4

8
2
‐
0
4
5
5
へ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
で
は
、
11

月
1
日(

金)

か
ら
平
成
15
年
4
月

29
日(

火)

ま
で
の
6
か
月
間『
ポ
イ

ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』を
実
施
し

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
ジ
ム
の

利
用
ご
と
に
、
ま
た
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
を
購
入
し
た
場
合
や
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
が
上
が
っ
た
場

合
な
ど
に
ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
日
本
地
図
に
落
と
し
込
ん

だ「
赤
枠
」の
ポ
イ
ン
ト
に
到
達
す
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平
成
14
年
度
厚
生
労
働
省

慰
霊
巡
拝
の
参
加
者
募
集

健
康
福
祉
課

み
ん
な
で
社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
?
無
料
体
験
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓
迎

で
す
。

と
　
き

毎
週
木
曜
日
午
後
1
時

30
分
か
ら
3
時
ま
で

と
こ
ろ

東
部
公
民
館

問
い
合
わ
せ

あ
す
な
ろ
同
好
会

(

山
下)

1
2
8
2
‐
7
1
0
1
へ

町
税(

固
定
資
産
税
、
町
県
民

50
周
年
を
記
念
し
て
、
新
し
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募

集
し
ま
す
。
最
優
秀
作
品
、
優
秀

作
品
に
は
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

応
募
規
定

○
A
4
判
の
用
紙
を

封
書
で
応
募
○
作
品
の
裏
に
①
作

品
の
意
図
②
氏
名
③
年
齢
④
住
所

⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
を
明
記
○
未

発
表
の
も
の

発
　
表

1
月
末
ま
で
に
入
賞
者

に
通
知

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月

15
日(

日)

ま
で
に
芦
屋
競
艇
管
理

課
宣
伝
係
1
2
2
3
‐
0
5
8
1

(

〒
8
0
4
‐
0
1
3
3
芦
屋
町
芦

屋
3
5
4
0)

へ

芦
屋
競
艇
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
募
集
！

芦
屋
競
艇
宣
伝
係

福
岡
県
で
は
、
育
児
等
退
職
者

(

育
児
等
を
理
由
と
し
て
退
職
し

た
人)

や
そ
の
他
の
求
職
中
の
人

の
再
就
職
支
援
事
業
の
一
環
と
し

て
、
3
か
月
の
集
中
講
座
を
実
施

し
ま
す
。

と
　
き

平
成
15
年
1
月
6
日

(

月)

か
ら
3
月
28
日(

金)

午
前
10

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア

(

Ｍ
Ｃ
Ｐ)

と
こ
ろ

○
北
九
州
テ
レ
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
○
麻
生
医
療
福
祉
専
門

学
校
　
飯
塚
キ
ャ
ン
パ
ス

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア

(

Ｃ
Ｃ
Ｎ
Ａ)

と
こ
ろ

○
麻
生
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
専
門
学
校
○
北
九
州
テ
ク

ノ
セ
ン
タ
ー
○
久
留
米
リ
サ
ー
チ

Ｉ
Ｔ
技
術
者
養
成
講
座

福
岡
県
生
活
労
働
部

社
交
ダ
ン
ス
の
お
誘
い

あ
す
な
ろ
同
好
会

町
税
の
日
曜
納
税
相
談
を
行
い
ま
す

税
務
課
収
納
係

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど)

を
納
め
て
い
な
い
人

や
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
そ

う
に
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

役
場
税
務
課
で
は
、
納
税
に
つ

い
て
の
相
談
や
悩
み
事
の
あ
る
人

の
た
め
に
、
休
日
に
納
税
相
談
を

行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

と
　
き

12
月
8
日(

日)

午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

と
こ
ろ

役
場
1
0
1
会
議
室

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑(

認
印
可)

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係
へ

岡垣�

5月10日から6月20日まで募集を行いました「岡垣町イメー
ジソング歌詞募集」には、15歳から78歳までの方々から全56
作品の応募がありました。ありがとうございました。どの作
品も岡垣町への想いの詰まった素晴らしい作品であり、岡垣
町町制40周年記念事業実行委員会を中心に慎重な選考を行っ
た結果、旭台在住の瀬戸信二郎さんの作品「変わらない岡垣
(ふるさと)」に決定し、
10月6日の「町制施行
40周年記念式典」で
表彰を行いました。
曲および歌は歌手の

森山良子さんにお願い
し、現在作成中です。
完成後は広報でお知ら
せしますので楽しみに
お待ちください。 ▲表彰を受ける瀬戸信二郎さん

岡垣町イメージソング

瀬戸信二郎さんを表彰

◎
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
ポ
イ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ
！

し　　　わす

師走のもよおし・おしらせ師走のもよおし・おしらせ
URL(ホームページのインターネット上の住所)http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

町 役 場
教育委員会

は 1282―1211
ひとにいい

生き方、家庭、セクシュアルハラスメント、ドメスティック・バイ
オレンス(夫・パートナーからの暴力)など、女性が抱える様々な悩み
に外部の女性専門相談員が耳を傾けます。ひとりで悩ま
ないで、気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は守
られます。
と　き 毎月第3火曜日午前10時から午後2時まで
ところ いこいの里
定　員 4人(予約制)
申し込み・問い合わせ 企画政策室企画係(女性政策担当)へ

『女性のための悩みごと相談』をはじめます
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れ
ば
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
商
品

も
用
意
し
て
い
ま
す
。
運
動
し
や

す
い
こ
の
季
節
に
、
汗
を
楽
し
く

流
し
て
商
品
を
ゲ
ッ
ト
し
て
み
ま

せ
ん
か
?
ト
レ
ー
ナ
ー
一
同
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

問
い
合
わ
せ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ

ム
1
2
8
2
‐
5
8
5
8
へ

と
　
き

12
月
13
日

(

金)

午
後
6
時
30
分

か
ら
7
時
ま
で

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

特
設
会
場

出
演
者

松
本
え
り
子(

ピ
ア
ノ

ソ
ロ)

曲
　
目

シ
ョ
パ
ン
作
曲
「
ピ
ア

ノ
ソ
ナ
タ
第
3
番
ロ
短
調
作
品
58
」

入
場
料

無
料

読
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
本
、
感

動
し
た
本
、
他
の
人
に
も
読
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
う
本
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
10
周
年
記
念
と
し
て
応
募
し

て
い
た
だ
い
た
原
稿
を
冊
子
に
し
、

希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。

対
　
象

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図

書
館
を
利
用
し
て
い
る
人

締
　
切

平
成
15
年
2
月
28
日(

金)

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
書
い
て

図
書
館
、
ま
た
は
各
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
へ
。
応
募
用
紙
は
図
書
館
、
駅

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
置

い
て
い
ま
す
。

※
応
募
者
全
員
の
中
か
ら
抽
選
で

10
人
に
図
書
券(

三
千
円
分)

を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

図
書
館
1
2
8

2
‐
5
5
6
6
へ

◎
瀬
木
貴
将
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

伊
太
地
山
伝
兵
衛

〜
風
の
音
に
魅
せ
ら
れ
て
〜

ア
ン
デ
ス
の
風
が
生
ん
だ
サ
ン

ポ
ー
ニ
ャ
を
現
代
に
奏
で
る
瀬
木

貴
将
が
、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
＆
ギ
タ
ー

の
伊
太
地
山
伝
兵
衛
を
迎
え
て
地

球
で
一
番
心
地
よ
い
音
楽
を
お
届

け
し
ま
す
。

と
　
き

12
月
5
日(

木)

午
後
7

時
か
ら

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル(

全
席
自
由)

入
場
料

三
千
円

◎
医
療
事
務
講
座

と
　
き

1
月
14
日
か
ら
3
月
25

日
ま
で
の
火
・
木
・
金
曜
日
の
う

ち
計
20
回
　
午
後
1
時
か
ら
3
時

30
分
ま
で

と
こ
ろ

2
0
4
会
議
室

講
　
師
　
医
療
事
務
研
究
会
顧
問

講
師

入
会
金

二
千
二
百
五
十
円

(

3
年
間
有
効)

受
講
料

五
万
二
千
五
百
円

(

教
材
費
込
み)

維
持
費

二
千
円

定
　
員

18
人(

3
人
以
上
で
開
講)

持
っ
て
く
る
も
の

筆
記
用
具

※
詳
し
い
日
程
表
は
、
受
付
に
置

い
て
い
ま
す
。

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
岡垣在宅介護支援センター 1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター 1282 ― 5103

町 民 武 道 館 1282 ― 6111
いこいの里・社会福祉協議会 1283 ― 2940
岡垣 1282 ― 1515
シルバー人材センター 1282 ― 4688
いこいの里在宅介護支援センター 1283 ― 0033

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

受
講
生
募
集

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト�

身体障害者航空旅客運賃の
割引適用範囲が広がります

この割引は国内航空運賃のみに適用され、平成15年1月1日搭乗
分(平成14年11月1日発売開始分)から実施されます。割引額は航空
会社や路線によって異なります。予約の際に航空会社各社にたずね
てください。
問い合わせ 国内線各航空会社へ

身体障害者航空旅客運賃の割引対象者が、以下
のように改正となりました。
○身体障害者手帳の交付を受けている人で、

手帳所持者本人が利用する場合�

ＪＲ旅客運賃減額欄�
第1種� 満12歳以上の人に�

は割引があります。�

満12歳以上の�
介護者1人に割引が�
あります。�

介護者の割引は�
ありません。�

ＪＲ旅客運賃減額欄�
第2種�

介護者が利用する場合�

問
い
合
わ
せ�

岡
垣�

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ�

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。�

(

10
月
30
日
受
付
分
ま
で)

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ�

�

○
神
谷
由
紀
子
様
○
松
原
千
彰
様�

○
吉
田
　
茂
様
　
○
江
原
良
子
様�

○
石
橋
敏
和
様
　
○
田
熊
敏
行
様�

○
高
木
ア
ヤ
子
様
○
北
ヨ
シ
ノ
様�

(

糠
　
塚)�

(

南
山
田)�

(

吉
　
木)�

(

上
高
倉)�

(

新
海
老
津)�

(

新
松
原)�

(

東
松
原)�

(

内
　
浦)

故
　
桃
川
ア
ヤ
子
　
様　
　
69
歳�

故
　
西
屋
　
　
弘
　
様　
　
62
歳�

故
　
田
中
タ
ミ
子
　
様　
　
83
歳�

故
　
田
中
　
楽
水
　
様　
　
64
歳�

故
　
稲
田
か
つ
枝
　
様　
　
61
歳�

故
　
吉
田
キ
ヨ
ヘ
　
様　
　
87
歳�

故
　
坂
田
　
毅
　
　
様　
　
87
歳�

故
　
小
野
　
博
司
　
様　
　
61
歳�

(

上
海
老
津)�

(

上
　
畑)�

(

南
山
田)�

(

糠
　
塚)�

(

西
高
陽)�

(

野
間
四)�

(

東
山
田)�

��

故
　
江
原
　
ツ
ヤ
　
様　
　
93
歳�

故
　
石
橋
　
芳
一
　
様　
　
81
歳�

故
　
瀬
川
　
　
清
　
様　
　
74
歳�

故
　
田
熊
フ
ミ
子
　
様　
　
94
歳�

故
　
寺
坂
ハ
ル
ヨ
　
様　
　
69
歳�

故
　
北
　
　
一
男
　
様　
　
78
歳�

故
　
森
山
　
次
男
　
様　
　
65
歳�

○
江
原
　
良
子
　
様�

○
石
橋
　
敏
和
　
様�

○
瀬
川
美
奈
子
　
様�

○
田
熊
　
敏
行
　
様�

○
寺
坂
　
博
次
　
様�

○
北
　
ヨ
シ
ノ
　
様�

○
森
山
多
智
子
　
様  

○
桃
川
　
長
成
　
様�

○
西
屋
マ
ユ
ミ
　
様�

○
田
中
　
英
子
　
様�

○
田
中
　
　
稔
　
様�

○
稲
田
　
順
三
　
様�

○
吉
田
　
　
茂
　
様�

○
坂
田
　
敏
子
　
様�

○
小
野
　
勝
代
　
様�

◎
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館

10
周
年
記
念
企
画

「
私
の
好
き
な
本
」
募
集
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日�

小
　 

型 

　
車
�

大
　
　
型
　
　
車
�

小
　 

型 

　
車
�

人
　
頭
　
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
）
�

従
　
量
　
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
）
�

大
　
　
型
　
　
車
�

1�
（日）�

3�
（火）�

◎
陸
上
競
技
連
盟
・
岡
垣
町
長
距
離
走
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8:

00
〜
12:

00
�
�

◎
松
葉
か
き（
三
里
松
原
）9:

00
〜
11:

00
�
�

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
冬
季
大
会「
第
５
回
連
盟
会
長
杯
」（
町
民
体
育
館
）9:

00
〜
18:

00
�
�

◎
登
山
連
盟
・
冬
季
計
画
会
議（
東
部
公
民
館
）9:

00
〜
15:

00
�
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

14�
（土）�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ
�

　（
野
間
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）
13:

00
〜
16:

00
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
平
成
14
年
度
各
ク
ラ
ブ
代
表
者
会
議（
町
民
武
道
館
）
19:

30
〜
21:

30
�

8�
（日）�

◎
遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会（
芦
屋
町
祇
園
崎
公
園
）8:

30
〜
13:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流（
藤
扇
裕
寿
）」（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

15�
（日）�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
日
恵
歌
謡
倶
楽
部
）」（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
ゆ
め
フ
ェ
ス
タ
・
サ
ン
リ
ー
ア
イ（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）○
開
場
＝
13:

00
　
○
開
演
＝
13:

30
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）
10:

00
〜
11:

30
�

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
申
込
制
」（
い
こ
い
の
里
）9:

30
〜
14:

00
�
�

◎
人
権
週
間
街
頭
啓
発（
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
前
ほ
か
）
17:

00
〜
18:

00
�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9:

00
〜
9:

20�
受
付
�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9:

00
〜
9:

20�
受
付
�

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）
10:

00
〜
12:

30�
�

4�
（水）�

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00��
�
�

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00
�

◎
4
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）
13:

00
〜
13:

15�
受
付
�

◎
7
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）
13:

15
〜
13:

30�
受
付
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

7�
（土）�

◎
お
か
が
き
人
権
ま
つ
り（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）9:

00
〜
16:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
宗
家
西
川
流（
西
川
昌
蔵
）」（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

5�
（木）�

◎
瀬
木
貴
将
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
伊
太
地
山
伝
兵
衛
〜
サ
ン
ポ
ー
ニ
ャ
＆
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
〜
�

　（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）○
開
場
＝
18:

30
　
○
開
演
＝
19:

00
�

12�
（木）�

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
年
忘
れ
交
歓
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）9:

00
〜
14:

00
�

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
手
型
、足
型
記
念
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
」（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

30
�

12
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
�

123456789101112131415161718192021222324252627282931 30

�

三
吉
、吉
木�

高
塚
、吉
木(

倉
丸)

、塚
原�

戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、上
海
老
津
、東
海

老
津
、新
海
老
津
、海
老
津�

戸
切
、戸
切
百
合
野�

新
松
原
、三
吉
団
地
、三
吉�

波
津
、原
、内
浦
、新
松
原
、手
野
、吉
木
、元

松
原�

西
山
田
、南
山
田
、茅
原
、高
陽
、新
海
老
津
、

東
海
老
津
、野
間
二
�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、新
海
老
津
、海
老
津
、

上
畑
、野
間
三
、野
間
四
�

西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚
、山
田
峠
、西
山
田
、

東
山
田
、緑
ヶ
丘
、野
間
一
、百
合
ヶ
丘�

糠
塚
、山
田
、東
松
原
、百
合
ヶ
丘
、鍋
田
、高

陽
、東
高
陽
、南
高
陽
、西
高
陽
、海
老
津
、新

海
老
津
、東
海
老
津
、上
海
老
津�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

湯
川
、波
津
、原
、内
浦�

内
浦
、手
野
、新
松
原
、三
吉
、吉

木
、元
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、

糠
塚�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、高
塚
、新

海
老
津
、海
老
津
、上
畑�

野
間（
全
区
）、東
山
田
、戸
切
白

谷
、戸
切
、海
老
津
、高
陽
、東
松

緑
ヶ
丘
、西
山
田
、戸
切
百
合
野
、海
老
津
、

野
間
一
、野
間
二
、野
間
四
、旭
台
�

茅
原
、海
老
津
、新
海
老
津
、野
間
二
、野
間

三
、野
間
四
�

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山�

内
浦�

月
2
回
汲
取
り
A
、野
間
三（
高
倉
団
地
、西

鉄
団
地
）�

新
松
原
、三
吉�

三
吉�

吉
木�

塚
原�

月
2
回
汲
取
り
B

月
2
回
汲
取
り
A
、原
、内
浦
、吉
木
�

月
2
回
汲
取
り
Ｂ
�

三
吉
、吉
木
�

野
間（
全
区
）�

波
津
、原
、吉
木
、高
倉
、上
高
倉
�

戸
切
、戸
切
白
谷
、戸
切
百
合
野
�

戸
切
百
合
野
�

手
野
�

手
野
、新
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、糖
塚
、海

老
津�

吉
木
、高
倉
、糠
塚
、山
田
峠
、東
山
田
、茅
原
、

東
松
原�

吉
木
、高
塚
、上
高
倉
、海
老
津
、上
畑�

月
２
回
汲
取
り
Ｂ�

月
２
回
汲
取
り
Ｃ�

月
２
回
汲
取
り
Ａ�

月
２
回
汲
取
り
Ｃ
、内
浦
、手
野
、

西
黒
山�

月
２
回
汲
取
り
A
、Ｂ�

原
、新
松
原
、三
吉
、元
松
原�

湯
川
、波
津
、内
浦
、西
黒
山�

吉
木�

高
倉
、吉
木
、元
松
原�

高
倉
、上
高
倉
、高
塚
、糠
塚�

戸
切
、戸
切
白
谷
、海
老
津
、上
海

老
津�

内
浦
、高
倉
、西
黒
山
、東
黒
山
、

糠
塚
、海
老
津
、新
海
老
津
、野
間

四
�

手
野
、新
松
原
、東
黒
山
、東
山
田
、

海
老
津
、新
海
老
津
、上
畑�

2�
（月）�

9�
（月）�

10�
（火）�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00�
�

◎
3
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）
13:

00
〜
13:

20�
受
付
�

�

11�
（水）�

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
松
本
え
り
子（
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18:

30
〜
19:

00
�

13�
（金）�

6�
（金）�

駅前ギャラリー��
12月上旬��
……『岡垣楽陶会会員作陶展』��
12月下旬��
……『竹龍作品展』�

○年末の臨時収集の申し�
　込みは、12月19日（木）�
　まで、収集は12月28日�
　（土）までです。�
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●有料シールを貼付してください。�
●大型ごみは自宅まで取りに行きます。�
●出せるごみについてはごみの分け方、�
　出し方をご覧ください。�

大型家庭ごみ収集日程�
収集日の2日前までに�

役場環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。�

〔偶数月=可燃性・奇数月=不燃物〕�
�

金�

木�

木�

金�

土�

土�

第
1

第
2

東高陽、鍋田、南高陽、西高陽�

三吉、三吉団地、糖塚、山田、�
塚原、上高倉、高倉�
�

湯川、波津、原、内浦、元松原、�
手野、新松原�

戸切、戸切白谷、戸切百合野、�
上海老津、山田峠、龍王団地�

吉木、西黒山、東黒山、高塚�

東松原、百合ヶ丘、東海老津、�
高陽�

木�

土�

第4水�

金�第
3

茅原、南山田、東山田、緑ヶ丘�

野間（1、2、3、4）、西山田�

海老津、つくし会、上畑、�
新海老津�

旭東、旭中、旭西、旭南、高尾、�
松ヶ台、公園通り�

20�
（金）�

☆12月の納期�
●国民年金保険料………………12月分  �
●保育料…………………………12月分  �
●町営住宅家賃…………………12月分�
●固定資産税……………………３期分  �
●国民健康保険税……………６・７期分  

☆各種相談�
●心配ごと相談……�
　13日(金)｢いこいの里｣･20日(金)�
　｢東部公民館｣･27日(金)｢いこいの里｣、�
　13:30～16:00  �
●法律相談……�
　13日(金)･27日(金)｢いこいの里｣、�
　13:30～16:30�
　※電話予約が必要です。1２８３－２９４０へ �
●行政相談……�
　13日(金)･27日(金)｢いこいの里｣、�
　13:30～16:00　　�
●女性のための悩みごと相談……�
　17日(火)｢いこいの里｣10:00～14:00�
　※電話予約が必要です。�
　企画政策室企画係(女性政策担当)へ�
●教育電話相談（教育委員会内）�
　1２８２－４８８４《毎週月・水・金曜日》�
�

税
の
標
語
�
役
立
て
よ
う
　
み
ん
な
の
税
金
　
豊
か
な
未
来
へ
　
　
植
嶋
　
彩
�

�

☆休日・夜間の当番医は�
遠賀郡消防署　1293－1231へ�
その時、診察してもらえる当番医を教�
えてくれます�

波津、吉木、高塚、戸切百合野�

上畑、海老津、百合ヶ丘�

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、戸切百合野�

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、三吉団地、�
原、波津、内浦�
糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、東山田、�
野間、新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原�
波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、戸切、�
元松原、西黒山、高倉、上高倉�

人頭制月２回小型�
汲取り収集地区�
従量制月２回大型�
汲取り収集地区� A（1回目）�

B（2回目）�

A（1回目）�

B（2回目）�

C（3回目）�

従量制月２回大型�
汲取り収集地区�
従量制月２回小型�
汲取り収集地区�
従量制月２回小型�
汲取り収集地区�
従量制月２回小型�
汲取り収集地区�

し尿収集日程表（月2回汲取り）�

17�
（火）�

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
申
込
制
」（
い
こ
い
の
里
）9:

30
〜
14:

00
�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9:

00
〜
9:

20�
受
付
�

23�
（月）�

祝
・
天
皇
誕
生
日《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》�

24�
（火）�

25�
（水）�

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
月
例
会
お
よ
び
納
会
�

　（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）9:

00
〜
12:

00
�

◎
子
ど
も
発
達
相
談「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9:

00
〜
12:

30
�

26�
（木）�

27�
（金）�

28�
（土）�

29�
（日）�

30�
（月）�

31�
（火）�

21�
（土）�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
松
井
歌
謡
教
室
）」�

　（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

19�
（木）�

◎
柔
道
連
盟
・
町
内
昇
級
審
査（
町
民
武
道
館
）
17:

00
〜
20:

00
�

◎
Ｂ
Ｃ
Ｇ（
い
こ
い
の
里
）
13:
30
〜
13:

50
�

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
い
ま
と
う
あ
き
こ
ピ
ア
ノ
教
室
�

　（
ピ
ア
ノ
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18:

30
〜
19:

00
�

22�
（日）�

◎
弓
道
連
盟
・
納
射
会（
町
民
弓
道
場
）
10:
00
〜
15:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」�

　（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

18�
（水）�

◎
健
康
相
談
･
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00
�

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）」�

　（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査（
い
こ
い
の
里
）
13:

30
〜
13:

50
�

�

～年末・年始の休み～�
●役場・中央公民館�
　12/28（土）～1/5（日）�
●岡垣サンリーアイ�
　12/28（土）～1/4（土）�
●いこいの里�
　12/29（日）～1/3（金）�

16�
（月）�



こ
の
本
を
も
と
に
、「
麦
と
兵
隊
」(

徐

州
徐
州
と
人
馬
は
進
む
　
徐
州
居
よ
い
か

住
み
よ
い
か
…)

が
作
詞
、
作
曲
さ
れ
、

流
行
し
た
。

岡
垣
か
ら
出
征
す
る
兵
士
も
増
え
、
戦

死
者
も
出
た
。
1
9
3
8
年
3
月
、
吉
木

小
学
校
の
講
堂
で
、
3
人
の
兵
士
の
村
葬

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
各
学
校
か
ら
、

校
長
を
初
め
と
し
て
、
先
生
や
児
童
の
代

表
も
出
席
し
た
。

吉
木
小
学
校
で
は
、1
9
3
8
年
2
月
、

学
校
経
営
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

「
学
校
の
施
設
経
営
宜
し
き
を
得
、
教

授
訓
練
の
成
績
顕
著
な
り
依
っ
て
茲
に
金

一
封
を
授
与
し
之
を
表
彰
す
」

と
、
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

野
間
在
住
の
高
山
順
元
さ
ん
は
、
1
9

4
0
年
、
吉
木
尋
常
小
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
。
引
き
続
き
、
尋
常
高
等
科
へ
進
学
さ

れ
た
。
当
時
の
思
い
出
を
、

「
乳
垂

ち
た
る

川
の
カ
ー
ブ
付
近(

熊
野
神
社
の

横)

の
河
川
敷

か
せ
ん
じ
き

を
、
学
校
農
園(

畑)

に
し

て
い
た
。
学
年
ご
と
に
耕
し
、
白
菜
や
大

根
な
ど
を
栽
培
し
た
。収
穫
し
た
野
菜
を
、

三
吉
や
吉
木
に
売
っ
て
回
る
こ
と
も
あ
っ

た
。年

中
行
事
と
し
て
「
鍬
揃

く
わ
ぞ
ろ

え
」
が
、
運

動
場
で
行
わ
れ
て
い
た
。
鍬
を
立
て
て
、

整
列
し
た
。
兵
士
が
小
銃
を
立
て
て
、
整

列
す
る
の
に
似
て
い
た
。

そ
の
後
、
号
令
で
、
鍬
を
使
っ
て
、
農

作
業
の
ま
ね
を
し
た
。
こ
の
様
子
を
視
察

す
る
人
た
ち
も
い
た
。
だ
か
ら
、
事
前
に
、

砂
場
で
、
畝う

ね

づ
く
り
の
練
習
を
何
度
も
し

た
。
指
導
者
は
、
三
吉
の
加
藤
重
雄
先
生

だ
っ
た
。

5
月
27
日
の
海
軍
記
念
日
に
は
、
吉
木

の
浜
で
、
運
動
会
が
行
わ
れ
、
全
員
参
加

し
た
。
走
る
種
目
が
多
か
っ
た
。「
波
遊

び
」(

貝)

を
取
る
の
も
楽
し
か
っ
た
。
弁

当
だ
け
で
な
く
、
こ
の
日
の
た
め
に
作
っ

て
も
ら
っ
た
ガ
メ
ノ
葉
餅
も
、
持
っ
て
い

っ
た
。
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

5
〜
6
年
の
担
任
は
、
波
多
江
先
生

(

男
子)

だ
っ
た
。
東
郷
か
ら
汽
車
で
来
ら

れ
、
海
老
津
駅
か
ら
、
自
転
車
で
通
勤
さ

れ
た
。
厳
し
か
っ
た
が
、
丁
寧
に
指
導
し

て
く
だ
さ
り
、み
ん
な
に
人
気
が
あ
っ
た
。

後
年
、
先
生
の
葬
儀
に
は
、
同
窓
会
で
参

列
し
た
。

6
年
の
修
学
旅
行
は
、
1
泊
2
日
で
、

博
多(

動
物
園
や
東
公
園
な
ど)

と
太
宰
府

に
行
っ
た
。

高
等
科
の
修
学
旅
行
は
、
下
関
の
乃
木

神
社
に
行
っ
た
。
そ
の
頃
は
団
体
で
汽
車

に
乗
れ
ず
、
折
尾
駅
ま
で
歩
き
、
門
司
ま

で
電
車
に
乗
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
船
で
下

関
に
渡
っ
た
。
日
帰
り
だ
っ
た
」

と
語
っ
て
い
る
。

※
写
真
提
供
…
高
山
　
順
元
氏入

江
　
東
樹

新　岡　垣　風　土　記�

岡
垣
の
教
育(

日
中
戦
争
期)

〜
吉
木
小
学
校
〜�
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▼１１月４日に大分の飯田高原周辺の温泉に行ってきま
した。まだ１１月というのに遠くの山が雪で白くなって
いるのに驚きながら温泉に入っていると、なんと、雪が
吹雪のように降ってきて、冬みたいでした。
その後、九酔渓で紅葉も楽しみましたが、冬の風景の
後に秋の風景を見るというのは、とても面白い体験をし
たなあと思います。
雪に温泉、紅葉と、秋冬の自然を楽しむことができま
した。広報用のカメラがあれば、たくさん写真を撮って
いたと思います。岡垣町もいたる所で秋の風景が見られ
ます。見慣れている所でも、秋にはまた違った顔をして
いるかもしれませんよ！　　　　　　　　　　(村　上)

▼役場に入って1年半になります。この間、ほとんど運
動らしい運動をしていなかった私の体はなまりっぱなし
で、取材で少し走るとハァハァと息切れが…。まだ21
歳なのにこれではダメだと思いたち、最近また、バスケ
ットボールを始めました。
私は中学、高校と6年間バスケットボールをしていま

した(そのわりにうまくはない)が久しぶりにやってみる
と、自分の体のなまりを痛感…。息はすぐにあがるし、
足は動かない。
しかし、今年の冬はバスケットボールをやりつづけた
いと思います。忘年会、新年会と飲み事が続くこの時期、
自分の体がこれ以上大きくならないように…。(三　浦)

ホ
ッ
ト
な
話
題�

お
待
ち
し
て
ま
す
。�

編
集�

後
記�

1
9
3
7(

昭
和
12)

年
12
月
の
南
京
攻

略
後
も
、
中
国
の
対
日
抗
戦
意
志
を
く
じ

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

翌
年
の
2
月
、
参
謀
本
部
は
、
対
ソ
連

戦
準
備
の
た
め
、
こ
れ
以
上
中
国
で
の
戦

線
を
拡
大
し
な
い
と
い
う
方
針
を
固
め
た
。

し
か
し
、
現
地
軍(

日
本)

の
軍
事
行
動

に
よ
り
、
戦
線
が
拡
大
し
た
。
華
北
と
華

中
を
結
ぶ
要
衝

よ
う
し
ょ
う

に
あ
た
る
徐
州
目
指
し
て

進
軍
し
た
。

北
九
州
の
若
松
出
身
の
作
家
だ
っ
た
火

野
葦
平
は
、
前
年
、
出
征
中
の
戦
地(

中

国)

で
、
芥
川
賞(

作
品
『
糞
尿
譚
』
で)

を
受
賞
し
た
。
そ
れ
を
機
会
に
、
中
支
那

派
遣
軍
報
道
部
員
と
な
り
、『
麦
と
兵
隊
』

を
書
い
た
。

「
…
早
朝
の
月
明
か
り
の
中
を
、
た
く
さ

ん
の
車
輌
部
隊
が
か
ら
か
ら
と
音
を
立
て

な
が
ら
、
前
進
し
て
い
く
。
我
々
も
出
発
。

相
も
変
ら
ぬ
だ
だ
っ
広
い
麦
畑
で
あ
る
。

…
」

と
、
記
述
し
て
い
る
。
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そのうち　　　は外国人�

そのうち　　世帯は外国人世帯�

（　　　）は前月との比較�

今年�
累計� 前年�

累計�

前年同期�

出動件数　　件�
搬送人員　　件�

出火件数　　件�
り災件数　　世帯�

救
　
急�

火
　
災�

火災の問い合わせ�

18人�

98人�

134人�

16,444人(+15)

14,757人(‐３)

　87人�

48.51

17人�

45

（10月末）�

町内の交通事故状況（人身）�

救急・火災医療　10月分�

事故件数（件）�

※9月分から�
　確定数を�
　掲載して�
　います。�

死亡者数（人）�

重傷者数（人）�

軽傷者数（人）�

遠賀郡消防本部�
1293-3921

63
71

0
0

31,201人(+12)

11,072世帯(+17)

14�

0�

4�

16

140�

2�

13�

179

12�

0�

1�

13

140�

1�

10�

173

9月�

9月�

尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月尋常高等科の修学旅行(下関の乃木神社)1942年3月


